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Ⅰ 令和元年度 経済観光局決算の概要 



１．決算の概要 

経済観光局においては，農漁業，製造業，流通・小売・サービス業など神戸を支える

さまざまな経済産業活動を振興するとともに，成長産業を育成し，そこから生まれる人

材と活力をまちのさらなる成長へとつなげること，都市や里山の魅力を高めて国内外に

発信し，人を呼び込むことや人と人とのつながりを深めることで活力を創造すること，

そして，これらをもって市民のくらしの質を豊かなものとすることに重点を置き，  

Ⅰ 「成長産業の育成と中小事業者の振興」 

Ⅱ 「国際・観光都市の魅力創造による集客力の向上」 

Ⅲ 「農漁業の活性化とブランド化の推進」 

Ⅳ 「卸売市場の機能強化」 

の４つの柱を基本として，施策を展開した。 

[Ⅰ 成長産業の育成と中小事業者の振興] 

１．都市型創造産業の振興 

① クリエイティブ人材の育成 40,417千円

都市型創造産業の振興のため，クリエイティブ人材のすそ野を広げることを目的としたク

リエイター育成プログラムを実施したほか，市内クリエイターに依頼し，神戸の魅力を首都

圏でＰＲするための冊子の制作・配布を行った。また,市内事業者の海外展開支援のため，店

舗環境づくりを市内クリエイターに依頼し, 台湾の誠品生活で神戸の産品やクリエイターの

作品を紹介するフェアを開催した。 

② デザインによるものづくりの推進 15,778千円

中小企業のデザインを活用したものづくりを推進するため，デザイナー・クリエイターを

含めた異業種間の交流イベントを実施したほか，中堅層社員を対象にデザイン思考を習得す

る人材育成研修を行った。また，中小製造業の経営者層とクリエイターのマッチングに取り

組むとともに，商品開発支援等を実施した。 

２．次代のリーディング産業育成 

① 中小製造業投資促進等助成制度 194,891千円

中小製造業の生産性・技術力の向上，受注拡大，研究開発機能の強化等に向けた積極的な

設備投資，女性の雇用を促進するための環境整備を支援し，操業基盤の強化をはかった。特

に，今後成長が見込まれる戦略産業分野（「航空・宇宙」「医療・健康・福祉」「農業・食

糧」「環境・エネルギー」の４分野）の設備投資や，生産性の向上に資するＩｏＴ・ＡＩ・

ロボット導入に対し重点的な支援を行った。 
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   ② 水素産業への参入促進 15,898千円 

     地元中小企業の水素産業分野への参入を促進するため，人材育成や製品開発，事業計画策

定等を支援した。水素産業分野は，遵守すべき法規則が多い事や，技術面でも研究段階のも

のが多いことから，専門的な知見や先進的な技術を有する大学・研究機関や大手企業との共

同研究・開発・実証を促進するため，新たな補助制度を創設するとともに，伴走型で指導助

言する専門アドバイザーを配置し，支援体制の強化をはかった。 

 

   ③ 航空機産業のサプライチェーン構築 10,025千円 

     航空機産業を次代の神戸経済を牽引する基盤産業へと育成すべく,新規参入や受注拡大を

目指す中小企業グループに対し，活動費用を補助するとともに，経験豊富なコーディネータ

ーによる受注獲得等の支援を行った。また，海外企業との取引拡大等に向けて，地元航空機

関連企業と海外航空機クラスターとの商談や技術交流を支援した。 

 

④ 生産性向上のためのＩｏＴ・ＡＩ・ロボットの導入促進 30,000千円 

     中小製造業の人手不足を補い生産性を向上させるため,兵庫県と連携して，生産現場等への

ＩｏＴ・ＡＩ・ロボット導入を促進した。具体的には，ワンストップ窓口における相談業務

やセミナーでの先進事例等の紹介のほか，アドバイザー派遣による企業・現場ごとの課題抽

出や導入方法の検討，製品紹介など，あらゆる段階に応じたきめ細やかな支援を行った。 

 

⑤ 農商工連携イノベーション創造事業 9,987千円 

農業・食糧分野の生産現場が抱える重労働，労働力不足などの課題解決や生産性向上をは

かるため，市内中小製造業の優れたものづくり技術を活用した機器開発について支援を行っ

た。 

 

３．中小事業者支援の強化 

（１）人材確保支援・多様な働き方の推進 

   ① 市内就職の促進                            53,333千円 

     市内企業に直接会って魅力を知ってもらう取り組みとして,中国地方での業界研究会や理

系学生を対象とした就職イベント,市内大学での学内就職イベント等を実施した。また,市の

雇用・就労関連情報ポータルサイトでの情報発信や，大学や高校の就職指導担当者と市内企

業の情報交換会,就職活動開始前の学生や高校生を対象に市内企業と交流できる就職ガイダ

ンスを実施し,早期から市内企業への学生の関心を高める機会を設けた。 

 さらに,日本での就職を希望する外国人に対して,就活セミナーや模擬面接会等の外国人留

学生等と市内企業との交流の場を提供するとともに,外国人留学生等を対象とした合同企業

説明会を開催した。 
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   ② 市内企業の採用力強化支援                       5,022千円 

     市内企業の人材確保及び人材定着のための効果的な採用活動を支援するため，企業の採用

担当者を対象に近年，重要性が高まっているインターンシップに特化したセミナー・研修を

実施した。 

     また,外国人の採用活動の支援として,中小企業向けの外国人雇用ガイドのＷｅｂサイトを

新たに設置するとともに,外国人材紹介会社の登録制度を導入し,即戦力を中心に外国人材の

個別ニーズにも対応できる体制を整えた。 

 

   ③ キャリアブランクのある女性等の再就職・転職希望者の支援 6,199千円 

     市内での再就職を希望するキャリアブランクのある女性や転職を考えている若者等を対象

に，企業と就業希望者とのマッチングを円滑に進めるため，スキルアップセミナーに加えて，

短期インターンシップ（職場体験）による就職支援を新たに実施した。 

 

 ④ 在宅ワークの推進 4,021千円 

     働く意欲を持ったすべての市民が活躍できる環境づくりを進めるため，在宅ワーク初心者

に加え，新たに一定のスキル獲得を目指す経験者を対象としたレベルに応じた在宅ワークの

ための実践講座を実施し，多様な働き方を実現するためのスキルアップを支援した。 

 

（２）販路開拓支援 

 ① 新たな販路開拓支援事業 6,398千円 

     中小企業の主要な経営課題である「販路開拓」を支援するため，神戸商工会議所等と連携

したバイヤー招聘個別商談会の開催や，駅ナカ等の販売チャレンジパイロットショップの支

援を行った。 

 

 ② 海外ビジネス支援 7,159千円 

     海外に拠点のある日系企業等と連携することにより，海外企業とのビジネスマッチングな

ど海外における販路開拓支援を行ったほか，ベトナム（ハノイ）において個別商談会を開催

し，市内企業の海外ビジネスにおける個別ニーズに対してサポートを行った。 

 

（３）事業承継支援 

   ① 100年経営支援（事業承継支援）事業 11,045千円 

     中小企業の事業承継を円滑にすすめるため，事業承継のニーズの掘り起しや専門家による

訪問支援，後継者不在企業と起業家等の外部人材とのマッチングに取り組んだ。 

後継者不在企業の掘り起こしとして，金融機関と連携協定を締結するなど金融・支援機関

との連携にも積極的に取り組むとともに，新たにマッチングに対応するコーディネーターを

配置し，後継者不在企業とのマッチングの強化にも取り組んだ。 
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（４）起業・創業支援 

   ① 起業・創業支援 41,685千円 

     市内７つの支援機関が連携し起業の様々なニーズにワンストップで応える神戸開業支援コ

ンシェルジュや，クリエイターをはじめ多様な人材が交流・融合する“場と機会”を提供す

る神戸起業操練所の運営により，新事業の創出を実現する総合的な支援を提供した。  

 

 ② 神戸の特性を活かした起業支援 6,197千円 

     多様な食文化とマーケットを持つ神戸ならではの環境を活かした手法により，若者の神戸

での起業と定着を促進するため，食ビジネスへの挑戦を応援した。具体的には，比較的参入

しやすく個性を打ち出すことができるキッチンカー事業への挑戦に対して，補助金・出店場

所・経営ノウハウの提供による支援を行った。 

 

 ③ 女性起業家支援事業 626千円 

女性の社会進出や多様な働き方の実現に取り組むため，子育て世帯をターゲットとした交

流会や創業直後の課題に焦点を充てたセミナー等を実施することによりネットワークの形成

等の支援を行った。 

 

４．勤労者福祉の充実 

   ① 技能職活性化事業 4,207千円 

     技能職活性化策の一つとして，「技能グランプリ＆フェスタ」を開催するとともに，神戸

の技能職者の優れた技能「神技（かみわざ）」を広く市民に知ってもらう「きっかけ」をつ

くるため，写真や動画等を活用して魅力発信事業を実施した。 

 

５．神戸らしいファッション産業の発信 

   ① メディア等と連携した「ファッション都市・神戸」ＰＲ 17,788千円 

     神戸の街で実施される「衣・食・住・遊」に関する様々なイベントや，地元の各商業施設

等が実施するイベントを「City Cruise（街のクルージング）」というコンセプトで繋ぎ，集

中的に発信することで，神戸への誘客，市街地の回遊性向上をはかった。 

     また，メディア等と連携し,旧居留地周辺で神戸のファッション産業をＰＲすることで, 

「ファッション都市・神戸」のブランド力向上,まちの賑わい創出を促進した。 
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   ② 西宮市等と連携した「灘の酒」ＰＲ 32,603千円[うち18,736千円再掲] 

     「灘の酒」のブランド力向上及び販路開拓とともに，酒造地域への誘客促進をはかるため，

灘五郷酒造組合と灘五郷を有する神戸市と西宮市，両市をつなぐ阪神電気鉄道株式会社によ

る阪神電気鉄道沿線及び酒造地域を中心としたＰＲ事業及び，灘五郷酒造組合，神戸市，西

宮市による海外や首都圏に向けたＰＲ事業を実施した。 

     また，誘客促進と消費の拡大に向け，首都圏において神戸の魅力を発信する冊子の制作・

配布を行うとともに，商業施設と連携した「神戸フェア」を開催し，情報発信に加えて神戸

の「食」を体感できる機会を創出した。 

  さらに，伊丹市・西宮市・尼崎市・芦屋市と共同で日本酒をテーマに日本遺産の登録申請

を行った。（令和２年６月に認定） 

 

   ③ 神戸シューズのブランディング強化・シューズ産業販路開拓支援 35,672千円 

     神戸のケミカルシューズ産業の知名度向上及び販路開拓支援のため，地域団体商標登録さ

れている「神戸シューズ」について，百貨店催事や商談会等への販路開拓支援等を行うとと

もに，ＷＥＢサイトによる販売支援を行った。 

     また,「神戸シューズ」のブランド化として，専門家と協業し首都圏・関西圏の百貨店にお

ける期間限定販売や，企業向けプロモーションに取り組むなど，ブランディング活動の支援

を行った。 

 

   ④ 「真珠のまちＫＯＢＥ」の海外発信 5,274千円 

     神戸の真珠取引拠点としての認知度向上及び活性化のため，海外から有力バイヤーを招聘

し，加工現場の見学会や商談会を行った。また，国内外における商談会への出展支援を行っ

た。 

 

６．商店街・小売市場の活性化 

   ① 地域商業活性化支援事業 103,130千円 

     「集客力向上・売上向上・地域課題解決」を目指し，商店街・小売市場が自ら企画・提案

する事業を一括して柔軟に支援することで，各団体の個性を活かした取り組みによる魅力と

にぎわいの創出をはかった。また，さらなる誘客・消費拡大をはかるため,キャッシュレス決

済(ＩＣクレジットカード，電子マネー，ＱＲコード)の導入や，ラグビーワールドカップを

契機とした賑わいづくり事業などへの支援を行った。 

 

   ② 神戸市プレミアム付商品券事業 1,369,328千円 

     令和元年10月から消費税率が引き上げられたことに伴い，低所得者・子育て世帯の消費に

与える影響を緩和するとともに，地域における消費を喚起・下支えするため，プレミアム付

商品券を発行・販売した。 
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７．安全・安心な消費生活の確保 

 ① 消費生活相談及び消費者トラブルへの対策 54,724千円 

市民からの相談においても深刻化している高齢消費者被害を防止するため，夕食宅配サー

ビスを活用した啓発チラシの配布を行ったほか，スマートフォンの普及に伴い，全国的にも

相談件数が多いインターネットトラブルについて，通信事業者等と連携をはかりながら，被

害の未然防止のために必要な情報の周知を行った。 

 

[Ⅱ 国際・観光都市の魅力創造による集客力の向上] 

１．神戸観光局による観光戦略の推進 

   ① インバウンド誘致の強化                         26,600千円 

     外国人旅行客の誘客を推進するため，マーケティングディレクターを中心にターゲットと

優先順位を明確化し，平成 30 年に策定した「インバウンド戦略」に基づき，欧米豪を中心

に戦略的かつ持続可能なインバウンド誘客を推進した。具体的には，ＳＮＳを活用した旅マ

エプロモーションや，市外観光案内所を活用した旅ナカプロモーションを実施した。 

 

   ② ラグビーワールドカップ2019に向けた観客誘致の推進 47,126千円 

     ラグビーワールドカップ2019を契機に今後の国内外からの誘客を推進するため，ラグビー

ワールドカップ開催期間中，「食」や「夜景」を楽しんでいただく賑わいづくり事業の公募

を行い，夜バル，ナイトクルーズ，ディスコ，スポーツバーやお祭り等のイベントを実施し

た。また，神戸開催試合の帰路導線上でビールを提供するおもてなしや，飲食店紹介冊子の

制作・配布を行った。 

 

 ③ 神戸ならではの体験型コンテンツ開発 5,000千円 

     インバウンドも含めた誘客推進や滞在期間の長期化をはかるため，外国人目線でのニーズ

にも焦点を当て，市内の観光資源を洗い出し，神戸でしか体験できない特別なプログラム

「KOBE Experience Guided Tour」を造成し，ＷＥＢやホテルコンシェルジュを窓口として

販売した。 

 

 ④ 民間のアイデアを具体化するプラットフォーム機能の充実 6,500千円 

神戸ならではの観光資源を活かし，公民連携により新たな観光コンテンツ開発やプロモー

ションに取り組む民間事業者を募集する「公民共創事業」を実施し，「六甲・摩耶の活性化」

に取り組む２事業者を選定のうえ，協働で事業を展開した。 

また，会員向けにマーケティング情報を月次配信する“マンスリーレポート”を開始した

ほか，事業者交流イベント「神戸観光 LINK café」を開催するなど，ＤＭＯのプラットフォ

ーム強化に努めた。 
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２．地域資源を活かした観光振興 

（１）六甲山・摩耶山の活性化 

   ① 掬星台を含む摩耶山上の再整備 19,690千円 

     令和２年度末にＰＦＩ事業期間満了を迎える国民宿舎神戸摩耶ロッジ（オテル・ド・摩耶）

が担ってきた宿泊機能を維持・発展させ，豊かな自然環境と日本有数の眺望を有する摩耶山

のさらなる魅力の向上と観光誘客のため，掬星台を含む摩耶山上の再整備について，民間事

業者の公募に向けた検討を進めた。 

 

 ② インターネット通信環境の改善 88千円 

     六甲山上の活性化に向けて，ＩＴインフラであるインターネット通信の高速化を実現させ

るため，光回線の敷設及びインターネットサービスの提供を実施する通信事業者を公募し，

補助対象事業者を決定した。（令和２年12月末の整備完了，サービス開始を予定） 

 

 ③ 六甲・摩耶急行バスの運行 12,954千円 

     六甲山上へのアクセス向上のため，市街地からまやビューライン及び六甲ケーブルを繋ぐ

急行バスの運行を引き続き実施した。 

また，六甲山・摩耶山への案内サイン（ＪＲ三ノ宮駅の壁面における大型看板・阪急六甲

駅からバス停にかけての歩道橋壁面における誘導サイン）の掲示や，バスのラッピングなど

統一的なデザインを用いて，分かりやすい山上への誘導に取り組んだ。 

 

 ④ 六甲山上の遊休施設などを利活用した「賑わい創出事業」の拡充 10,469千円 

     六甲山での民間ならではの発想や創意工夫にあふれた事業の実現と，建物更新による六甲

山上の景観改善をはかるため，六甲山上にある企業保養所等の遊休施設を観光関連施設に利

活用する事業者に対して支援を行う「賑わい創出事業」の補助対象と上限額を拡充し，ナイ

トバーを備えたウイスキー蒸留所への改修を行う事業等を選定した。 

 

 ⑤ 六甲山・摩耶山への誘客促進 3,520千円 

六甲山・摩耶山への来訪者向けに山上へのアクセスや山上の施設情報等を取りまとめた分

かりやすいポータルサイトを開設した。 

また，六甲山地区のさらなる活性化を推進するため，宿泊施設等の新設を可能とし，対象

地区を摩耶山にも拡大する規制緩和を行った。加えて，六甲山上において自然の中で働くと

いう新たな価値を創造する取り組みとして，都市型創造産業に資する事務所等の立地を可能

とする規制緩和を行った。 

 

（２）その他の観光振興 

   ① 須磨海浜水族園・海浜公園再整備 8,575千円 

     築 30年以上が経過し老朽化が進んだ須磨海浜水族園及び海浜公園について，民間活力の導

入によって須磨海浜公園エリア全体の魅力向上をはかることを目的に，再整備を行う民間事

業者を公募選定し，基本協定を締結した。 
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 ② 外国人観光客に対する災害時対応 827千円 

     外国人を含む神戸市を訪れる観光客が，安心して市内を観光し，過ごすことができるよう，

平常時から進めるべき取り組みや発災時・発災後の市の役割分担，観光関連事業者（宿泊施

設，観光施設等）に期待される役割や観光客の行動指針について整理し，「神戸市観光危機

管理対策指針」を策定した。 

 

３．コンベンション機能の強化 

  ① グローバルＭＩＣＥ都市・ＫＯＢＥの推進 62,479千円 

     ＭＩＣＥ開催における神戸市への経済波及効果や都市ブランドの向上のため，引き続き，

大学との連携強化，インセンティブツアーの誘致強化，展示会助成等を実施し，ＭＩＣＥ誘

致を強力に推進した。 

 

[Ⅲ 農漁業の活性化とブランド化の推進] 

１．「食都神戸2020」の推進 

 ① 「食都神戸」の魅力発信 4,492千円 

     「食都神戸」の魅力を広く発信するため，首都圏で神戸の「農業」や「食」のプロモーシ

ョンを実施した。また「食」をテーマに地域活性化に取り組んでいる自治体と連携して，情

報交換のプラットフォーム「豊かな食の郷土づくり研究会」を立ち上げた。さらに，市民に

古くから親しまれている飲食店等にスポットライトをあて，市民に発信する「わがまち老舗」

プロジェクトを実施するなど，神戸の「食文化」の醸成に取り組んだ。 

 

 ② 新たな戦略的品目のブランド化 4,699千円 

     市内産農水産物の販路拡大と認知度向上のために，市内産いちじくや須磨のりを使用した

オリジナルメニューを市内飲食店等が販売するフェアを実施するなど，ブランド力の強化に

取り組んだ。 

 

 ③ ファーマーズマーケットの開催 7,180千円 

     地産地消のライフスタイル化を目指して実施している「ファーマーズマーケット」を中央

区で年間40回開催を継続したほか，須磨区での試験開催やその他の区での開催の検討を進め

た。 

 

   ④ 神戸の「食」の世界への発信 17,838千円 

     神戸の「食」の輸出促進と認知度向上につなげるため，台湾での食の展示会への出展や香

港からのバイヤーの招聘などのプロモーションに取り組んだ。さらに，食に関する世界的ネ

ットワーク（スローフードインターナショナル，デリスネットワーク等）と連携して，神戸

の農業振興や食文化の向上につなげる人材育成講座の開催，フランス・リヨンでの食イベン

トへの出展など，世界の都市との「食」に関する交流促進に取り組んだ。 
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   ⑤ 食と農の拠点施設の再整備 10,519千円 

     生産振興・担い手育成等の農業振興機能と，食と農をテーマに新たなライフスタイルを提

案する機能を合わせ持った食都神戸の交流拠点施設としてリニューアルするため，サウンデ

ィング型市場調査を実施し，農業公園の再整備にあたっての基本的な考え方をまとめた。 

 

２．神戸らしい農漁業の推進 

（１）農業振興の強化 

   ① 生産拡大への支援 272,602千円 

     園芸用設備や農業用機械の導入支援を行い，農産物の生産拡大をはかるとともに，野菜や

花などの苗を安定的に供給するため，園芸育苗施設の再整備に対して支援を行った。さらに，

神戸産の花で市内各所を装飾する，街の彩ガーデン事業を実施し，産地育成をはかった。 

 

 ② 中山間地域対象地区調査 2,994千円 

     農業の生産条件が不利な中山間地域において，水路や農道管理等の農業生産を継続する活

動を支援するため，令和２年度からの中山間地域等直接支払制度の事業実施に向け，地元意

向の確認や対象区域の調査を行った。 

 

（２）畜産振興の強化 

   ① 肉牛生産の拡大 48,822千円 

     神戸ビーフ生産拡大のため，新たに素牛生産に取り組む畜産農家へ支援を行うとともに，

六甲山牧場において牛舎の整備に向けた測量等や但馬牛の素牛生産に取り組んだ。また，素

牛導入価格の高騰等により,厳しい状況にある畜産経営の改善をはかるため肥育素牛導入補

助事業を拡充した。 

 

   ② バイオガスエネルギーの活用 1,780千円 

     畜産農家の経営改善や臭気対策のため,家畜糞尿からバイオガスを生産しエネルギー活用

を行う，地域エネルギー循環の実証実験を行った。 

 

（３）漁業振興の強化 

   ① 漁業振興の強化 113,275千円 

     流通拠点漁港となっている垂水漁港において，主要岸壁の耐震強化のための整備を引き続

き実施した。また，休園中の須磨海づり公園については，安全性確保と魅力向上の観点から，

整備手法の検討を進めた。 

 

   ② 漁業共済加入助成の拡充 1,860千円 

     漁業者が不慮の漁業災害に見舞われたときの立ち直りと漁業経営の安定に資するため，こ

れまでのり養殖漁業のみに行っていた共済事業掛金への補助について，漁船漁業についても

対象に加えた。 
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３．農村地域の活性化 

（１）神戸・里山暮らしの推進 

   ① 神戸・里山暮らしの推進 25,276千円 

     農村地域の活性化をはかるため，地域団体が主体的に取り組む活動を支援する「里づくり

支援事業」や空家等の転活用を支援する「里づくりの拠点施設等改修支援事業」，農村定住

促進コーディネーター等の事業を実施した。また，これまで段階的に進めてきた開発許可等

の規制緩和をさらに推進し，移住者用住宅の新築を可能にするなど,農村地域での定住・起業

の促進をはかった。 

 

 ② 里山「しごとつくる」プロジェクトの推進 9,944千円 

     農村地域の活性化・移住促進につなげるため，農業だけでなく，食品加工，飲食事業，Ｉ

Ｔ・デザインなど農村環境を活かした新たな「しごと（起業）」をつくるための「神戸農村

スタートアッププログラム」を開催した。 

 

 ③ 里山整備支援事業 20,000千円 

     野生動物による農業被害や防災意識の向上など，住民の里山整備への関心が高まっている

ため，地域住民等が実施する竹林・危険木の伐採などに対して，森林環境譲与税を活用し支

援を行った。 

 

（２）農村環境の整備 

   ① ため池防災減災対策 130,604千円 

     豪雨や地震等の自然災害による農業用ため池の決壊等を防止するため，県，ため池管理者

と調整しながら改修事業を進めた。また，ため池管理保全法の施行にあわせ，ため池に関す

る届出の受付事務を開始し，ため池の管理状況の把握を行うなど，防災減災対策を推進した。 

 

   ② 有害鳥獣及び特定外来生物対策 96,962千円 

     農作物被害並びに生活環境被害を防止するため，有害鳥獣の捕獲及び利活用や条例に基づ

く餌付け対策を行ったほか，防護柵整備に対する支援を行った。また，市民から有害鳥獣に

よる被害に関する通報や問い合わせを一括して受け付ける鳥獣相談ダイヤルを運営するとと

もに，イノシシによる人身被害を防止するためイノシシ出没緊急対応事業を行った。また，

有害鳥獣に限らずアライグマ等の特定外来生物の捕獲もあわせて推進した。 
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[Ⅳ 卸売市場の機能強化] 

１．卸売市場の活性化 

   ① 中央卸売市場本場の活性化 375,094千円 

     建設後30年以上経過した卸売場棟・仲卸売場棟のコールドチェーン対応等の機能強化及び

本場西側敷地の冷蔵庫棟の移転のための再整備事業に着手し，冷蔵庫,買荷保管所及び加工場

の敷地を確保するため,公有水面の埋立工事に着手した。 

     また,空調設備更新や床面補修など，安全・安心の確保や必要な機能を維持するための施設

整備を行った。 

 

② 中央卸売市場東部市場の活性化 404,738千円 

     関連事業所棟耐震改修・外壁改修工事など老朽化した施設の安全性の確保や市場運営に必

要な機能を維持するための施設整備を行うとともに,老朽化施設整備に関する調査検討業務

を実施した。 

 

③ 中央卸売市場西部市場の活性化 213,328千円 

     食肉機械設備や電動式防熱扉を改修するなど，衛生面の強化及び利用環境の改善のための

施設整備を行った。 
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Ⅱ 一 般 会 計 
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Ⅲ 市 場 事 業 費 

（ 特 別 会 計 ） 
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Ⅳ 食 肉 セ ン タ － 事 業 費 

（ 特 別 会 計 ） 
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Ⅴ 農 業 共 済 事 業 費 

（ 特 別 会 計 ） 
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Ⅵ 農 業 集 落 排 水 事 業 費 

（ 特 別 会 計 ） 
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Ⅶ 報 告 事 項 



 

 

１．令和元年度決算に基づく資金不足比率の報告について（関係分） 

 

 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第22条第１項の規定により，令和元年

度決算に基づく資金不足比率を次のとおり報告する。 

 

特別会計の名称 資金不足比率（％） 

市 場 事 業 費 ― 

食 肉 セ ン タ ー 事 業 費 ― 

農 業 集 落 排 水 事 業 費 ― 

本市に適用される経営健全化基準：２０．０％  
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